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1.  平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 32,888 △7.2 △230 ― △142 ― △136 ―

22年2月期第3四半期 35,452 ― 898 ― 932 ― 305 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 △13.83 ―

22年2月期第3四半期 30.98 30.91

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 41,206 25,248 61.3 2,559.20
22年2月期 42,892 25,773 60.1 2,612.43

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  25,242百万円 22年2月期  25,767百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00
23年2月期 ― 0.00 ―

23年2月期 
（予想）

30.00 30.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,001 △6.0 678 △61.0 799 △55.9 398 △54.3 40.42



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
当資料に記載の業績見通しは、現在入手している情報による判断及び仮定に基づいた見通しであり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、
当社及び当社グループ会社の事業領域をとりまく経済情勢、市場の動向の他、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。なお、業績
予想に関しては【添付資料】P.３ 「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４ 「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q  10,043,500株 22年2月期  10,043,500株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q  180,234株 22年2月期  180,179株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q  9,863,288株 22年2月期3Q  9,863,154株



（参考）個別業績予想 

平成23年２月期の個別業績予想（平成22年３月１日～平成23年２月28日） 

（注）当四半期における個別業績予想の修正有無 有 

（％表示は、対前期増減率） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,786 △6.0 730 △59.0 857 △54.1 512 △40.4 52.01
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日～平成22年11月30日)におけるわが国の経済は、期首においては、

中国・インドなどのアジア圏の好調な需要を取り込んだ大手製造業、小売業、サービス業などを中心に業績が改善

し、景気の回復が一時的にみられましたが、その後、中国の成長鈍化、円高の進行、欧米の景気減速などにより外

需効果が薄れ、国内についても政策支援終了が大きな下押し要因となり、景気の失速は鮮明となりました。特に下

半期に入り急騰した円高はさらに進行し製造業の収益状況を圧迫しました。 

その後、秋終盤から円高は一服し夏以降の悪化を幾分取り戻し、同時期に秋冬の季節商材が好調に推移し始めた

ことにより小売業についても改善がみられました。しかしながら、政策支援は特需効果を創出したものの短期間で

終了や縮小が相次ぎ、不安定な政治も国内景気の先行き不透明感を増幅させています。さらに長期化する雇用問題

や所得低迷は、消費マインドの回復にマイナス影響を及ぼし、デフレ傾向を助長する各企業の対応が続きました。

このような状況の中、当社グループにおきましては、新中期経営計画に則り「顧客との長期的な関係構築」を推

進してまいりました。前期より顧客との長期的な関係性強化の一環として始めております「長期予約・お届け型商

品」の販売は、平成22年11月末現在で約19万口の受注を獲得しており、期首から約５万口増加しております。これ

らの長期お届け型商品の拡大は、休止顧客を抑制し、顧客継続率において改善が進んでおります。また、「1000万

人で未来を変えるプロジェクト」の一環としてこの秋からスタートした「HAPPY CAPSチャリティーチケット」プ

ロジェクトは、２万人を超える賛同を得ており、これらも長期的な関係構築に繋がっています。 

 顧客数に関しては、上半期に引き続きWeb・モバイルからの獲得は好調に推移しましたが、書店・コンビニエン

スストアからの獲得件数が前年同期を下回ったことで、顧客獲得数は前年同期に比べて減少しました。前述の「長

期予約・お届け型商品」による長期的な継続顧客数は増加したものの、新規顧客並びに休眠顧客の獲得が予定を下

回り、延べ購入顧客数は減少しました。 

 顧客の購入単価については、11月以降の冬シーズンについては衣料品の売上占有率が改善されていますが、猛暑

の影響もあり秋号での衣料品の売上げが伸び悩んだことに加えて、生活関連商品では長期的な顧客との関係作りの

ため、戦略的に低価格商品へシフトしたことで商品単価が低下し、一人当たりの購入単価は前年同期に比べ低下し

ました。 

 新中期経営計画において、重要な課題と位置づけた「Web・モバイルの積極的な活用」については、フェリシ

モ・サイトへの誘導を目的とした販売促進の実施や参画型コンテンツの開発強化により、Web受注率は平成22年11

月末現在55.0％となり前年同月比で1.7ポイントの増加となりました。 

 また、長期的な視点から進めています海外市場への進出については、中国市場において徐々に確立されてきてお

り、規模は小さいもののWebサイトからの受注が好調で前年に比べて売上高は1.6倍の実績となりました。  

 これらの活動の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、32,888百万円（前年同期比

7.2％減）となりました。上半期に長期継続顧客へのファッション購入促進キャンペーン等を実施したことで、売

上原価率が上昇し、返品調整引当金繰入額及び戻入額調整後の売上総利益は、17,343百万円（前年同期比7.6％

減）となりました。 

 売上高を品目別にみますと、今後の成長市場と位置づけた40代の女性向けファッションカタログ『andMyera（ア

ンドマイラ）』は引き続き好調に売上げを伸ばしましたが、婦人衣料品全体の売上げや、子供衣料品・身の回り品

等の減少で、服飾・服飾雑貨分野の売上高は減少しました。 

 生活関連分野においては「長期予約・お届け型商品」の受注が好調だったことと、環境配慮型生活用品を扱った

『ecolor（エコラ）』と「食品」分野が伸びたことで、生活関連全体では前年同期を上回りました。 

 販売費及び一般管理費につきましては、情報システムの新規稼動に伴い、設備費は増加しましたが、効率的なカ

タログの配布により広告費は減少しました。その結果販売費及び一般管理費は、17,574百万円（前年同期比1.6％

減）となりました。売上高の減少の影響で営業損失は230百万円（前年同期は営業利益898百万円）となり、経常損

失は142百万円（前年同期は経常利益932百万円）となりました。四半期純損失は136百万円（前年同期は四半期純

利益305百万円）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、無形固定資産の増加があったものの、売掛金、有価証券及び

投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末に比べて1,686百万円減少し、41,206百万円となりました。負債

は、支払信託の減少等により、前連結会計年度末に比べて1,161百万円減少し、15,958百万円となりました。純資

産は、配当金の支払いによる利益剰余金の減少等により前連結会計年度末に比べて525百万円減少し、25,248百万

円となりました。 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べて1,367百万円減少し、12,884百万円となりました。 

営業活動の結果増加した資金は271百万円（前年同期は394百万円の減少）となりました。これは主に減価償却費

の計上1,156百万円及び売上債権の減少928百万円に対し、たな卸資産の増加462百万円、仕入債務の減少1,014百万

円及び法人税等の支払342百万円があったことによるものであります。 

投資活動の結果減少した資金は1,284百万円（前年同期は2,081百万円の減少）となりました。これは主に基幹シ

ステムへの投資を実施したこと等により固定資産の取得による支出が1,490百万円となったことによるものであり

ます。 

財務活動の結果減少した資金は307百万円（前年同期は322百万円の減少）となりました。これは主に配当金の支

払による支出295百万円があったことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 現時点におきましても、景気の回復は遅れており、経営環境は今後も厳しい状況が続くものと考えられます。 

 こうした中で当社グループは、引き続き顧客との関係性を強化するとともに、冬の衣料品の販売強化による顧客

単価の向上、これらの商品群を利用した新規顧客の開発などを行っております。 

 また、新しい商品カテゴリーの開発による新事業の推進などを行うことで今後の成長市場・成長事業の開発を進

めております。 

 通期の連結業績予想に関しては、当第３四半期連結累計期間の業績及び現在進行中の第４四半期の受注状況を勘

案し、また販管費の見直し等を実施した結果、平成22年10月４日に公表しました連結及び個別の業績予想を以下の

ように修正いたしました。 

（連結） 

平成23年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年３月１日～平成23年２月28日） 

（個別） 

平成23年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年３月１日～平成23年２月28日） 

  

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

   百万円 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想 (Ａ)  47,105  728  879  410

今 回 発 表 予 想 (Ｂ)  46,001  678  799  398

増 減 額 (Ｂ－Ａ)  △1,104  △50  △80  △11

増 減 率 (％)  △2.3  △7.0  △9.1  △2.8

前期実績(平成22年２月期)  48,946  1,738  1,810  871

    売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

   百万円 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想 (Ａ)  46,906  812  962  553

今 回 発 表 予 想 (Ｂ)  45,786  730  857  512

増 減 額 (Ｂ－Ａ)  △1,120  △82  △105  △40

増 減 率 (％)  △2.4  △10.1  △10.9  △7.3

前期実績(平成22年２月期)  48,731  1,783  1,867  861
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 １.簡便な会計処理  

  ① 棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

  ② 繰延税金資産の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等の著しい変化が生じてお

らず、かつ、一時差異等の発生状況について前連結会計年度末から大幅な変動がないと認められる場合に

は、前連結会計年度末において採用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によって

おります。 

 ２.特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,136 11,271

売掛金 4,086 5,019

有価証券 1,506 2,401

信託受益権 2,279 2,080

商品 4,946 4,530

貯蔵品 230 188

その他 1,142 972

貸倒引当金 △68 △65

流動資産合計 25,260 26,398

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,767 2,962

土地 4,243 4,259

その他（純額） 939 1,227

有形固定資産合計 7,950 8,449

無形固定資産 4,281 3,581

投資その他の資産   

投資有価証券 2,389 3,155

その他 1,383 1,365

貸倒引当金 △58 △58

投資その他の資産合計 3,714 4,462

固定資産合計 15,945 16,493

資産合計 41,206 42,892

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,369 2,078

支払信託 7,905 9,230

未払法人税等 5 240

販売促進引当金 302 363

その他の引当金 594 364

その他 2,399 2,560

流動負債合計 13,576 14,838

固定負債   

退職給付引当金 2,053 1,953

その他 327 327

固定負債合計 2,381 2,281

負債合計 15,958 17,119
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,868 1,868

資本剰余金 4,842 4,842

利益剰余金 19,424 19,856

自己株式 △385 △385

株主資本合計 25,750 26,182

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5 12

繰延ヘッジ損益 △5 △4

為替換算調整勘定 △507 △423

評価・換算差額等合計 △507 △415

新株予約権 6 6

純資産合計 25,248 25,773

負債純資産合計 41,206 42,892
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 35,452 32,888

売上原価 16,675 15,545

売上総利益 18,776 17,343

返品調整引当金戻入額 183 185

返品調整引当金繰入額 195 184

差引売上総利益 18,764 17,343

販売費及び一般管理費 17,865 17,574

営業利益又は営業損失（△） 898 △230

営業外収益   

受取利息 50 27

受取補償金 19 41

その他 60 70

営業外収益合計 129 140

営業外費用   

支払利息 0 0

為替差損 93 51

その他 1 1

営業外費用合計 95 52

経常利益又は経常損失（△） 932 △142

特別利益   

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失   

固定資産除却損 27 20

たな卸資産評価損 271 －

特別損失合計 298 20

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

635 △163

法人税、住民税及び事業税 487 76

法人税等調整額 △157 △103

法人税等合計 329 △26

四半期純利益又は四半期純損失（△） 305 △136

㈱フェリシモ（3396）平成23年２月期　第３四半期決算短信

－7－



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

635 △163

減価償却費 873 1,156

引当金の増減額（△は減少） 196 272

受取利息及び受取配当金 △50 △27

売上債権の増減額（△は増加） 299 928

たな卸資産の増減額（△は増加） 263 △462

仕入債務の増減額（△は減少） △1,376 △1,014

未払金の増減額（△は減少） △168 △142

その他 △26 18

小計 646 565

利息及び配当金の受取額 62 48

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △1,103 △342

営業活動によるキャッシュ・フロー △394 271

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △578

定期預金の払戻による収入 750 45

有価証券の償還による収入 1,500 1,500

有形固定資産の取得による支出 △603 △40

無形固定資産の取得による支出 △1,449 △1,450

投資有価証券の取得による支出 △2,283 △762

その他 5 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,081 △1,284

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △26 △11

配当金の支払額 △295 △295

その他 0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △322 △307

現金及び現金同等物に係る換算差額 △49 △46

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,848 △1,367

現金及び現金同等物の期首残高 15,423 14,251

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,575 12,884
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 該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日） 

 当社グループは、服飾・服飾雑貨及び生活関連商品を中心とした通信販売事業を単一で行っているため、事 

業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

 当社グループは、服飾・服飾雑貨及び生活関連商品を中心とした通信販売事業を単一で行っているため、事 

業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日） 

 本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占 

める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

 本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占 

める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日） 

 海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

 海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。   

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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仕入及び販売の状況 

（１）商品仕入実績 

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

（２）販売実績 

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

４．補足情報

品 目 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
至 平成22年11月30日) 

金額 (百万円) 構成比 (%) 金額 (百万円) 構成比 (%)

服飾・服飾雑貨  11,956  71.2  11,011  69.0

生活関連  4,224  25.2  4,385  27.5

その他  600  3.6  568  3.5

合計  16,781  100.0  15,965  100.0

品 目 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
至 平成22年11月30日) 

金額 (百万円) 構成比 (%) 金額 (百万円) 構成比 (%)

服飾・服飾雑貨  25,920  73.1  23,185  70.5

生活関連  8,716  24.6  8,995  27.3

その他  815  2.3  707  2.2

合計  35,452  100.0  32,888  100.0
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